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「
贅
同
し
て
く
だ
さ
る
方

は
、
ご
協
力
を
」
―
―
。

神
奈
川
県
葉
山
町
で
映
画

配
給
会
社
を
経
営
す
る
汐
巻

裕
子
さ
ん

（
４４
）
は
東
日
本

大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
簡
易

プ
ロ
グ

「
ツ
イ

ッ
タ
ー
」
な

ど
で
寄
付
を
呼
び
か
け
た
。

汐
巻
さ
ん
が
利
用
し
た
の

は
英
国

発

の
寄
付
サ

イ
ト

「
ジ
ャ
ス
ト

・
ギ
ビ
ン
グ

・

ジ
ャ
パ
ン
」
。
自
分
が
応
援

し
た
い
と
思
う
非
営
利
団
体

を
指
定
し
、
ネ

ッ
ト
で
友
人

ら
に
そ
の
団
体

へ
の
寄
付
を

呼
び
か
け
る
仕
組
み
だ
。

昨
年
３
月
の
開
設
後
、
同

サ
イ
ト
を
通
じ
て
集
ま

っ
た

寄
付
金
総
額
は
１
年
間
で
３

３
０
０
万
円
。
と
こ
ろ
が
震

災
後
、
７
月
ま
で
の
総
額
は

７
億
３
５
０
０
万
円
に
膨
ら

ん
だ
。
汐
巻
さ
ん
も
海
外
の

知
人
に
映
画
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
上
映
会
を
開
い
て
も
ら
う

な
ど
し
て
１
０
０
万
円
以
上

を
集
め
、
災
害
時
の
緊
急
支

援
を
手
が
け
る
民
間
団
体
に

送
り
届
け
た
。

■
　
□
　
■

日
本
で
は
根
付
き
に
く
い

と
さ
れ
て
き
た
寄
付
文
化
。

日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

協
会

（東
京

・
港
）
に
よ
る

と
、
日
本
の
国
内
総
生
産
に

占
め
る
寄
付
の
割
合
は
２
０

０
９
年
時
点
で
０

・
１２
％
ｏ

米
国
の
１

・
６
％
、
英
国
の

０
．
６８
％
に
比
べ
て
小
さ
い
。

だ
が
震
災
は
意
識
を
変
え

た
。
日
本
赤
十
字
社
な
ど
に

集
ま

っ
た
義
援
金
は
過
去
最

大
の
３
０
０
０
億
円
超
。
阪

じ
る
。

都
内
に
住
む
会
社
員
の
川

満
文
さ
ん

（３２
）
は
７
月
、

ネ

ッ
ト
経
由
の
ク
レ
ジ

ッ
ト

中榔帥義葬筆巾巾
カロい串中牽和中デっ地巾昨
〕串昨キ寺牟率卯仰海々

ｄ串麒
線
錨
切
窮
嫉
謹
嘩
期
巣
罰
離
軍
辞
い
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如卵呻韓いや和〕
かい毒昨中中中巾時中美っ　祉噂ゥ↓弾弗辛咋存ツも〕

さ
ん

（
４９
）

―
ｌ
ｏ
被
災
地

へ
の
寄
付
は

が

使

う

の

１０
回
以
上
。
寄
付
し
た
相
手

は
、
ア
マ
ゾ

が
ネ

ッ
ト
に
投
稿
し
た
写
真

ン
ジ
ャ
パ
ン

，や
お
礼
の
コ
メ
ン
ト
を
読
む

の
サ
イ
ト

「
た
す
け
あ
お
う

の
が
楽
し
み
だ
。
は
が
き
を

Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ

・
ほ
し
い
物

受

け
取

っ
た

こ
と
も
あ
り

リ
ス
ト
」
。
被
災
者
が
登
録

　
「
役

に
立

て
た
実
感

が
あ

し
た

「
ほ
し
い
物
」
を
代
わ

る
」
。

□
　
■
　
□

ネ

ッ
ト
と
い
う
仮
想
空
間

を
通
じ
て
広
が
る
善
意
の
直

送
。
寄
付
文
化
に
詳
し
い
大

阪
大
学
の
山
内
直
人
教
授
は

「
寄
付
の
ル
ー
ト
が
多
様
化

し
て
き
た
の
は
好
ま
し
い
傾

向
」
と
指
摘
す
る
。

政
府
が
税
金
を

一
手
に
集

め
、
再
分
配
す
る
中
央
集
権

型
の
シ
ス
テ
ム
。
そ
の
機
能

が
行
き
届
か
な
い
部
分
を
埋

め
る

お
金

の
流
れ

の
分
散

は
、
国
に
頼
ら
な
い
共
助
の

息
吹
を
映
し
出
す
。（お

わ
り
）

本
田
幸
久
、
塙
和
也
、
川
手

伊
織
、
鈴
木
大
祐
、
杉
原
淳

一
、

伸
智
美
、
平
野
麻
理
子
が
担
当

し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
活
用
、寄
付
で
共
助


